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車利用の場合（八女市役所～各支所） 

 



■ 八女市のおいたち 

 八女地方には、秦の始皇帝の命を受けて不老不死の薬を探しに来た徐福がこの地で息を

引き取ったという童男山
どうなんざん

の伝説が残っており、古代から大陸との往来が盛んであったと言

われています。 

 八女の名前は、『日本書紀』に記されています。景行天皇18年、筑紫巡行の時に水 沼 県
みぬまのあがた

主
ぬし

が奏した言葉の中に地名を見ることができます。 

また、『筑後国風土記』逸文に記されている筑紫
つくしの

君
きみ

磐
 いわ

井
い

は、八女地方を拠点として北

部九州一帯を支配し、その勢力は、岩戸山古墳をはじめ大小無数の古墳に当時を偲ぶこと

ができます。 

 天正15年(1587)には、筑紫廣門が市の中心地に福島城を築き、慶長6年(1601)田中吉政

が移封して大修築をしました。元和 6 年(1620)に有馬氏の治下にはいり、福島城は廃城と

なりましたが、その後も交通要衝の地として、また、経済の中心地として栄えました。 

 維新後は、明治4年(1871)廃藩置県により久留米県を経て三潴県となり、更に明治9年

(1876)福岡県に合併しました。 

 明治29年(1896)福島町を中心に八女郡が形成され八女地方の中心都市になりました。 

 昭和26年(1951)地域住民の強い要望により福島町外４か村が合併した福島町は、拡大発

展しました。そして昭和29年(1954)周辺の３か村と合併し、八女市が誕生しました。 

 その後、平成18年（2006）10月1日八女郡上陽町を編入合併し、さらに平成22年（2010）

2月1日八女郡黒木町、立花町、矢部村、星野村を編入合併して現在に至っています。 

 

■ 八女市の位置と地勢 

八女市は、九州の中心都市、福岡市から南へ約50ｋｍに位置し、北は広川町、久留米市、

うきは市、西は筑後市、みやま市、南は熊本県山鹿市、和水町、東は大分県日田市に接し

ています。県内では北九州市に次ぐ約 482 ㎢の面積を有し、西部は市街地の周辺に平坦

な田園地帯が広がり、南東部から東部にかけては丘陵地から山地となり八女杉で知ら

れる森林が65％を占めています。また、津江山系に源を発する一級河川の矢部川、その

支流の星野川など大小の河川が市内を東から西に貫流しています。 

 幹線道路は、本市の西部を国道３号が南北に縦断し、これと交差して国道４４２号が東

西に走り、西端には九州自動車道八女インターチェンジがあります。 

市域 

経 緯 度 距  離 標  高 面  積 

東端130°53′ 24″:33°11′00″ 

西端130°31′ 11″:33°11′52″ 

南端130°50′ 25″:33°06′03″ 

北端130°43′ 13″:33°18′01″ 

 

東西 34.5㎞ 

南北 22.1㎞ 

 

最高 1230.0ｍ 

最低 17.5ｍ 

482.44㎢ 

（内、森林） 

315㎢：65% 

 



■ 市民憲章 

八 女 市 民 憲 章 

 美しい自然と輝かしい伝統にはぐくまれて生せい発展するわたしたち八女市民は 

 一 伝統を重んじ、教養を高め、香り高い文化のまちをつくりましょう。 

 一 仕事にはげみ、生産を高め、豊かなまちをつくりましょう。 

 一 老人を敬い、子供の夢を育て、福祉のまちをつくりましょう。 

 一 美しい自然をまもり、文化財を大切に保存しましょう。 

 一 きまりを守り、力をあわせて、明るくすみよいまちをつくりましょう。 

 

（昭和５０年３月１日制定） 

 

■ 高齢者憲章 

    八女市高齢者憲章 

 私たちは、伝統文化のまち、人情ゆたかなまちを守り育ててこられた高齢者に 

感謝し、「福祉のまち八女市」づくりをめざして、この憲章を定めます。 

 一 私たちは、高齢者を尊敬し、思いやりのある家庭づくりに努めます。 

 一 私たちは、高齢者とふれあいのある地域づくりに努めます。 

 一 私たちは、高齢者のゆたかな知識と経験を生かし、生きがいのある社会 

づくりに努めます。 

 一 私たちは、高齢者とお互いにささえあい、老後を楽しくおくれるように、 

奉仕活動に努めます。 

 一 私たちは、高齢者とともに、未来に誇れるまちづくりに努めます。 

 

（平成６年１０月１４日制定） 

 

■ 都市宣言 

 ・交通安全都市宣言 ・・・・・・・・・・・昭和４０年１０月 ４日 決議 

 ・暴力追放都市宣言 ・・・・・・・・・・・昭和４０年１０月 ４日 決議 

 ・明るい選挙推進宣言都市 ・・・・・・・・昭和４９年１２月２４日 決議 

 ・飲酒運転追放宣言 ・・・・・・・・・・・昭和５２年 ３月２６日 決議 

 ・暴走族追放宣言 ・・・・・・・・・・・・昭和５５年 ６月１９日 決議 

 ・粗暴運転・めいわく交通追放宣言 ・・・・昭和５７年 ６月２１日 決議 

 ・非核・恒久平和都市宣言 ・・・・・・・・昭和５８年１２月２１日 決議 

 ・人権都市宣言 ・・・・・・・・・・・・・昭和５９年１２月１９日 決議 

 ・暴力団の存在しない街づくり都市宣言 ・・昭和６３年 ３月２５日 決議 

 ・男女共同参画都市宣言 ・・・・・・・・・平成１８年１２月２２日 決議 

・スポーツ・健康づくり都市宣言・・・・・・平成２８年 ５月１５日 宣言 

・ふるさと名物応援宣言・・・・・・・・・・平成３０年 ２月 ５日 宣言 

・ワンヘルス推進宣言・・・・・・・・・・・令和 ５年 ３月 １日 宣言 

・ゼロカーボンシティ宣言・・・・・・・・・令和 ７年 ４月 ３日 宣言 



 

市  章  

市  木 

市  花  

樟の木 茶の木 

八女市の「八女」を図

案化し、平和と躍進を

あらわしたものです。 

シンボルマーク・イメージキャラクター 

菊 藤 しゃくなげ 

イメージキャラクター 

みどりちゃん 

 

イメージキャラクター 

はちひめ 

 

シンボルマーク 



未 来 創 造 係

環 境 保 全 係

清 掃 業 務 班

人権・同和政策・男女共
同 参 画 推 進 課

人 権 ・ 同 和 政 策 係

人 権 啓 発 係

男 女 共 同 参 画 推 進 係

固 定 資 産 税 係

納 税 推 進 係

市 民 課 窓 口 サ ー ビ ス 係

市 民 ・ 年 金 係

環 境 課 生 活 環 境 係

企 業 誘 致 係

特 産 品 係

市　　　民　　　部 税 務 課 市 民 税 係

住 宅 係

公 共 交 通 政 策 係

観 光 振 興 課 観 光 振 興 係

都 市 交 流 係

商 工 ・ 企 業 誘 致 課 商 工 振 興 係

企　　　画　　　部 企 画 政 策 課 企 画 政 策 係

ま ち づ く り 推 進 係

脱 炭 素 社 会 推 進 係

定 住 対 策 課 定 住 対 策 係

管 財 係

公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト 係

防 災 安 全 課 消 防 防 災 係

生 活 安 全 係

Ｄ Ｘ 推 進 室 Ｄ Ｘ 推 進 係

行 政 係

契 約 係

人 事 課 人 事 係

研 修 厚 生 係

財 政 課 財 政 係

■八女市行政組織・機構図

未来創造戦略室 秘 書 係

広 報 戦 略 係

総　　　務　　　部 総 務 課 文 書 法 制 係



下 水 道 工 務 係

東 部 上 下 水 道 係

農 林 土 木 係

施 設 管 理 班

上 下 水 道 局 上 水 道 総 務 係

上 水 道 工 務 係

下 水 道 総 務 係

河 川 係

農 林 土 木 係

施 設 管 理 班

第 二 整 備 室 道 路 係

河 川 係

農 産 園 芸 ・ 輸 出 戦 略 係

林 業 振 興 課 総 務 管 理 係

森 林 再 生 係

第 一 整 備 室 道 路 係

建　設　経　済　部 建 設 課 総 務 管 理 係

計 画 推 進 係

都 市 計 画 係

農 業 振 興 課 総 務 管 理 係

後 期 高 齢 者 医 療 係

地 域 包 括 ケ ア 推 進 係

東 部 健 康 づ く り 室 健 康 づ く り 係

(地域包括支援センター） 地 域 包 括 支 援 係

国 民 健 康 保 険 係

感 染 症 予 防 係

介 護 長 寿 課 介 護 保 険 係

介 護 サ ー ビ ス 係

高 齢 者 福 祉 係

福 島 保 育 所

長 峰 保 育 所

北 山 保 育 所

健 康 推 進 課 保 健 総 務 係

保 健 指 導 係

子 育 て 支 援 課 こ ど も 支 援 係

(子育て世代包括支援センター） こ ど も 家 庭 係

こ ど も 保 育 係

こ ど も 未 来 係

健　康　福　祉　部 福 祉 課 福 祉 総 務 係

生 活 支 援 係

障 が い 者 福 祉 係

福 祉 相 談 係



地 域 振 興 係

市 民 生 活 福 祉 係

建 設 係

農 林 係

地 域 振 興 係

市 民 生 活 福 祉 係

建 設 係

農 林 係

上 陽 支 所 総 務 係

地 域 振 興 係

市 民 生 活 福 祉 係

建 設 係

農 林 係

立 花 支 所 総 務 係

監 査 事 務 局

農 業 委 員 会 事 務 局

議 会 事 務 局

黒 木 支 所 総 務 係

文 化 財 係

歴 史 ま ち づ く り 係

歴 史 文 化 交 流 館 係

人 権 ・ 同 和 教 育 課 人 権 ・ 同 和 教 育 係

会 計 課 会 計 係

社 会 教 育 課 社 会 教 育 係

図 書 館 係

ス ポ ー ツ 振 興 課 ス ポ ー ツ 振 興 係

文 化 振 興 課 文 化 振 興 係

学 務 係

教 育 指 導 課 教 務 係

小 学 校 （ １ １ 校 ）

中 学 校 （ ７ 校 ）

義 務 教 育 学 校 （ ３ 校 ）

教　 　育　　 部 学 校 教 育 課 総 務 係

施 設 係



地 域 振 興 係

市 民 生 活 福 祉 係

建 設 係

農 林 係

地 域 振 興 係

市 民 生 活 福 祉 係

建 設 係

農 林 係

星 野 支 所 総 務 係

矢 部 支 所 総 務 係



■　八女市の概要

(1)　市制施行

(2)　人口・世帯数

住民基本台帳

総数(人) 男　(人)

平成 27 年 66,773 31,426

28 年 65,885 30,996

29 年 65,027 30,629

30 年 64,322 30,358

31 年 63,371 29,923

令和 2 年 62,379 29,473

3 年 61,714 29,123

昭和29年4月1日

（各年4月1日現在）

世帯数(戸）

人　　　　口 一世帯
当たり
人  口女 (人)

24,374 35,347 2.74

24,497 34,889 2.69

24,610 34,398 2.64

24,754 33,964 2.60

24,867 33,448 2.55

24,988 32,906 2.50

25,216 32,591 2.45

4 年 61,288 28,935

5 年 60,674 28,717

6 年 59,835 28,469

7 年 59,205 28,195

国勢調査

令和2年国勢調査高齢化率・・・・・36.6％

令和2年国勢調査人口密度・・・・・126人／㎢

2.32

25,510 32,353 2.40

令和2.10.1

人口（人） 101,573 64,408 60,608

25,844 31,957 2.35

25,811 31,366

世帯数（戸） 19,355 22,109 22,296

26,119 31,010 2.27

昭和35.10.1 平成27.10.1



(3)　産業・経済

（令和3年度） 福岡県市町村要覧令和6年版

億円 千円 ％

億円 千円 ％

福岡県市町村要覧令和6年版

（百万円・人・％）

17.6

21.7

57.2

3.5

100.0
※総生産額：「税・関税」、就業人口：「分類不能な産業」

農業・工業・商業

生産・所得

総 生 産 額 就業者1人当たり
2,105 5,678 （対県平均）75.6

市 民 所 得 人 口 1人当たり
1,294 2,154 （対県平均）78.8

産業構造

区分 総生産額（令和３年度） 就業人口（令和2.10.1現在）

第１次 14,030 6.7 5,420

第２次 56,403 26.8 6,666

第３次 137,579 65.4 17,620

その他※ 2,454 1.2 1,076

計 210,466 100.0 30,782

福岡県市町村要覧令和6年版

(人・百万円）

農　　業
農 家 数 農 業 就 業 人 口

（令和2.2.1）

3,614 4,093

製 造 業
事 業 所 数 従 業 者 数

製 造 品 出 荷 額 等

（令和5.6.1） （令和4.1.1～令和4.12.31）

卸・小売業
事 業 所 数 従 業 者 数

年 間 商 品 販 売 額

（令和3.6.1） （令和2.1.1～令和2.12.31）

691 4,445 100,824

179 3,536 93,429



■　財政

(1)　令和7年度各会計当初予算総括表

会計元

43,820,000

国民健康保険事業費 8,308,212 一般会計 719,598

介 護 保 険 事 業 費 8,113,812 一般会計・基金 1,422,855

後 期 高 齢 者 医 療 1,351,699 一般会計 392,545

矢 部 診 療 所 106,838 一般会計 68,167

串 毛 財 産 区 796

木 屋 財 産 区 4,320

(A) 61,705,677 (B) 2,603,165

59,102,512

会計元

（単位：千円）

会　　計　　名 予　算　額
う　ち　繰　入　金

予　算　額

一 般 会 計

特
　
別
　
会
　
計

総　　　　　　　計

純　 計 　(A)－(B)

企 業 会 計 予　算　額
うち負担金・出資金

予　算　額会計元

一般会計

収 益 的 収 入 一般会計

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入 一般会計

資 本 的 支 出

一般会計

収 益 的 収 入 一般会計

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入 一般会計

資 本 的 支 出

※企業会計の予算規模は、収益的支出と資本的支出の計

予　算　額

水 道 事 業 1,925,825 59,724

1,019,472 4,486

896,081

1,029,744

234,791 55,238

下 水 道 事 業 2,174,486 712,832

854,161 400,847

1,339,889

834,597

1,078,887 311,985



(2)　一般会計予算（歳　入）

構　成　比

1 市 税 6,967,039 15.90

2 地 方 譲 与 税 616,796 1.41

3 利 子 割 交 付 金 3,200 0.01

4 配 当 割 交 付 金 32,000 0.07

5 株式等譲渡所得割交付金 100,000 0.23

6 法 人 事 業 税 交 付 金 157,000 0.36

7 地 方 消 費 税 交 付 金 1,456,000 3.32

8 ゴルフ場利用税交付金 10,000 0.02

9 環 境 性 能 割 交 付 金 131,000 0.30

10 地 方 特 例 交 付 金 48,001 0.11

11 地 方 交 付 税 14,132,000 32.25

12 交通安全対策特別交付金 13,000 0.03

13 分 担 金 及 び 負 担 金 158,848 0.36

（単位：千円・％）

款 令和7年度予算額

13 分 担 金 及 び 負 担 金 158,848 0.36

14 使 用 料 及 び 手 数 料 335,651 0.77

15 国 庫 支 出 金 6,706,472 15.30

16 県 支 出 金 3,852,115 8.79

17 財 産 収 入 119,844 0.27

18 寄 附 金 1,205,001 2.75

19 繰 入 金 3,913,817 8.93

20 繰 越 金 200,000 0.46

21 諸 収 入 476,916 1.09

22 市 債 3,185,300 7.27

43,820,000 100.0歳　　入　　合　　計



(3)　一般会計予算（歳　出）

構　成　比

1 議 会 費 248,806 0.57

2 総 務 費 6,916,677 15.78

3 民 生 費 15,893,757 36.27

4 衛 生 費 2,719,559 6.21

5 労 働 費 93,005 0.21

6 農 林 水 産 業 費 2,902,525 6.62

7 商 工 費 1,014,228 2.31

8 土 木 費 3,787,495 8.64

9 消 防 費 1,581,211 3.61

10 教 育 費 4,499,893 10.27

11 災 害 復 旧 費 581,201 1.33

12 公 債 費 3,511,643 8.01

（単位：千円・％）

款 令和7年度予算額

13 予 備 費 70,000 0.16

43,820,000 100.0

(ｲ) 経 常 収 支 比 率

(ﾛ) 財 政 力 指 数

(ﾊ) 実 質 公 債 費 比 率

0.38

7.9％

歳　　出　　合　　計

(4)　主な財政指数（令和5年度決算）

93.1％



■ 議員定数

条例定数　22人　：　現員数　22人

・党派別議員数

党　派

人　数

・当選回数別議員数

回　数 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

人　数 7 2 4 3 3 1 1 1

・年齢別議員数

年代区分

人　数 9

17

（令和7年4月1日現在）

49歳以下 50 ～ 59 60 ～ 69

1 9

立憲民主党 公明党 日本共産党 無所属

1

3

22

70歳以上

 

人　数

■ 委員会構成・定数

議会運営委員会　・・・・・・・各常任委員会から3人　（9人）

広報委員会　・・・・各常任委員会から3人　（9人）

9

総務文教委員会（8人）

常任委員会 厚 生 委 員 会 (7人）

建設経済委員会（7人）

1 93

 



■ 本会議開催状況（令和6年）

・定例会　　回数4回　：　会期80日間　：　本会議日数27日

・臨時会　　回数1回　：　会期1日間　：　本会議日数1日

■ 常任委員会開催状況（令和6年)

・総務文教委員会（18回）

・厚 生 委 員 会（11回）

・建設経済委員会（5回）

■ 特別職等報酬

(1)　議員、三役報酬

(2) 議員期末手当

議 長 452,000円 市 長 880,000円

副 議 長 404,000円 副 市 長 710,000円

議 員 385,000円 教 育 長 630,000円

(3) 費用弁償

・

■ 行政視察費（年間1人当たり）

・常任委員会

・議会運営委員会（隔年）

・広報委員会（隔年）

・特別委員会（隔年）

■

6月：
172.5

12月：
172.5

計：
345

100 100 100

※それぞれ2.5％加算措置あり

本会議、委員会出席の場合、遠隔地域に管内旅費支給

120,000円

100,000円

60,000円

60,000円

政務活動費（年間1人当たり） 360,000円



■ 交際費（令和６年度）

・議長交際費

・市長交際費

■ 議会報

・名 称 ｢議会だより　やめ」

・創 刊 昭和55年5月15日

・発 行 年4回

・発 行 部 数 22,500部／回（令和６年度）

・印 刷 形 態 再生マットコート紙　A4判　20頁版

・印 刷 費 年間予算　3,494,000円 （令和6年度）

・配 布 方 法 行政区長に依頼し全戸配布

・配 布 範 囲

1,000,000円

2,000,000円

市内全戸及び市内公共施設

※八女市のホームページにも掲載

・編 集 広報委員会

■ 議会事務局

定　数：7人 現員数：6人

局長　1 － 局長補佐　1 － 次長　1 － 主任　1 － 書記　2

〒834-8585

福岡県八女市本町647番地

八女市議会事務局

ＦＡＸ

直通電話 0943(23)4922

0943(23)4929


